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NAGOYA H2 Biz「水素技術講座」の参加者を募集します！ 

中部圏水素・アンモニア社会実装推進会議に参画する名古屋市では、水素エネルギーの

普及を目指し、水素利活用や水素産業参入に関心がある市内企業等に向けて、今年度初め

て「水素技術講座」を実施します。 

つきましては、「水素技術講座」の参加者を募集いたしますので、広くご周知くださいま

すとともに、当日取材くださいますようお願いいたします。 

記 

 １ 概  要 

市内中小企業等の水素関連産業への参入を支援するため、水素の特徴から実装まで

水素に関する基本的な知識が学べる講座を開催します。 

 

２ 会  場 

愛知県産業労働センター（ウインクあいち）1004 会議室 

（名古屋市中村区名駅 4丁目 4-38）  

 

３ テーマ・開催日時等（講座の内容が変更となる場合がございます。） 

  第１回「水素のエネルギーとしての利活用」 

日 時 令和 7 年 8 月 25 日（月）午後 1 時 30 分から午後 4時 30 分まで 

内 容 

 

・水素エネルギーの重要性  

・国内外の水素に関わる政策  

・水素サプライチェーンの構築の動き  

・水素の一般的特徴  

・水素の安全性、社会受容性 

※講義終了後に名刺交換会を実施します。 

 第２回「水素の製造、輸送、貯蔵技術」 

日 時 令和 7 年 9 月 29 日（月）午後 1 時 30 分から午後 4時 30 分まで 

内 容 ・水素・燃料電池を理解するための基礎  

・水素製造技術の概要  

・水素製造コストの計算  

・水素貯蔵・輸送技術の概要  

・地域内での展開 

中部圏初開催 



  

第３回「水素の利用技術」 

日 時 令和 7 年 10 月 27 日（月）午後 1 時 30 分から午後 4時 30 分まで 

内 容 ・燃料電池技術の概要（自動車用、定置用）  

・燃料電池の応用例  

・燃料電池以外の水素の利用（水素発電、水素製鉄）  

・アンモニア、合成燃料（E-Fuel）、合成メタン（メタネーション） 

第４回「水素の社会実装」 

日 時 令和 7 年 11 月 25 日（火）午後 1 時 30 分から午後 4時 30 分まで 

内 容 ・水素プロジェクトの事例と国の支援策  

・水素の低炭素性と基準  

・電力システム、ガスシステムとの統合の課題  

・留意すべき規制（高圧ガス保安法 等）  

※会場参加者同士でのグループワークを予定しています。 

４ 定  員  

会場参加 30 名、オンライン参加 100 名（定員に達した時点で締切） 

※原則全 4回通してご参加頂きます。 

 

５ 対  象  

・水素産業への参入を検討中または参入して日の浅い企業の方 

・水素エネルギーや水素に興味がある企業の方 など 

 

６ 参加費  

無料（但し、交通費や通信費等は参加者負担） 

 

７ 申込方法 

・下記ウェブサイトよりお申込みください。 

    https://hydrogen-nagoya.jp/news/detail/e12.html 

  ・オンラインでの参加を希望された方には、後日視聴用リンクを送付します。 

 

８ 「NAGOYA H2 Biz」について 

中小企業等の自社技術やアイデアを活かした水素産業参入を支援する事業です。 

水素産業への参入を検討している又は参入して間もない中小企業等を対象とした名

古屋水素技術講座を開催するとともに、水素技術開発などに先進的に取り組む企業の

現場見学や講義などを通じ、自社の強みを活かした水素分野における今後の取組みを

考える名古屋水素技術ワークショップを開催します。 

 

 ９ 取材について 

・取材にお越しいただける場合は、上記の連絡先へご連絡ください。 

※名古屋経済記者クラブに同時提供 


